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【手続補正書】
【提出日】平成24年10月1日(2012.10.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　本実施例に係る印刷機の見当合わせ装置は、Ｉ／Ｏ２０を介して、撮像タイミング検出
用カウンター２１、印刷機回転位相検出用ロータリーエンコーダー２２を備えている。な
お、印刷機回転位相検出用ロータリーエンコーダー２２は印刷機の回転部材に取り付けら
れ、印刷機が一定角度回転する毎にクロック・パルスを撮像タイミング検出用カウンター
２１に出力すると共に、印刷機の基準回転位相で印刷機の１回転毎に一回ゼロ・パルスを
撮像タイミング検出用カウンター２１に出力し、撮像タイミング検出用カウンター２１を
リセットする。よって、撮像タイミング検出用カウンター２１は、印刷機の基準回転位相
からの印刷機回転位相検出用ロータリーエンコーダー２２のクロック・パルスをカウント
することになり、そのカウント値は、印刷機の現在の回転位相を表す。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　ステップＰ５において、ＣＰＵ１０は、表面の基準色の見当マークから表面の各色の見
当マークまでの天地方向の距離を算出してメモリＭ５に記憶し、その値からメモリＭ９に
記憶した各色の表面天地基準距離を減算して表面の各色の天地方向の見当ズレ量を算出し
、メモリＭ１３に記憶する。なお、表面の各色の天地方向の見当ズレ量は、減算した天地
方向の距離、撮像用カメラの倍率及び撮像用カメラのＣＣＤ素子の間隔から求められる。
ＣＰＵ１０は、ステップＰ５の処理が完了した後、ステップＰ６を実行する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
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　ステップＰ６において、ＣＰＵ１０は、表面の基準色の見当マークから表面の各色の見
当マークまでの左右方向の距離を算出してメモリＭ６に記憶し、その値からメモリＭ１０
に記憶した各色の表面左右基準距離を減算して表面の各色の左右方向の見当ズレ量を算出
し、メモリＭ１４に記憶する。なお、表面の各色の左右方向の見当ズレ量は、減算した左
右方向の距離、撮像用カメラの倍率及び撮像用カメラのＣＣＤ素子の間隔から求められる
。ＣＰＵ１０は、ステップＰ６の処理が完了した後、ステップＰ７を実行する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　ステップＰ７において、ＣＰＵ１０は、裏面の基準色の見当マークから裏面の各色の見
当マークまでの天地方向の距離を算出してメモリＭ７に記憶し、その値からメモリＭ１１
に記憶した各色の裏面天地基準距離を減算して裏面の各色間の天地方向の見当ズレ量を算
出し、メモリＭ１５に記憶する。なお、裏面の各色間の天地方向の見当ズレ量は、減算し
た天地方向の距離、撮像用カメラの倍率及び撮像用カメラのＣＣＤ素子の間隔から求めら
れる。ＣＰＵ１０は、ステップＰ７の処理が完了した後、ステップＰ８を実行する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　ステップＰ８において、ＣＰＵ１０は、裏面の基準色の見当マークから裏面の各色の見
当マークまでの左右方向の距離を算出してメモリＭ８に記憶し、その値からメモリＭ１２
に記憶した各色の裏面左右基準距離を減算して裏面の各色間の左右方向の見当ズレ量を算
出し、メモリＭ１６に記憶する。なお、裏面の各色間の左右方向の見当ズレ量は、減算し
た左右方向の距離、撮像用カメラの倍率及び撮像用カメラのＣＣＤ素子の間隔から求めら
れる。ＣＰＵ１０は、ステップＰ８の処理が完了した後、ステップＰ９を実行する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　ステップＰ９において、ＣＰＵ１０は、表面の基準色の見当マークから裏面の基準色の
見当マークまでの天地方向の距離を算出してメモリＭ１７に記憶し、その値からメモリＭ
１９に記憶した表裏天地基準距離を減算して表裏間の天地方向の見当ズレ量を算出し、メ
モリＭ２１に記憶する。なお、表裏間の天地方向の見当ズレ量は、減算した天地方向の距
離、撮像用カメラの倍率及び撮像用カメラのＣＣＤ素子の間隔から求められる。ＣＰＵ１
０は、ステップＰ９の処理が完了した後、ステップＰ１０を実行する。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　ステップＰ１０において、ＣＰＵ１０は、表面の基準色の見当マークから裏面の基準色
の見当マークまでの左右方向の距離を算出してメモリＭ１８に記憶し、その値からメモリ
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Ｍ２０に記憶した表裏左右基準距離を減算して表裏間の左右方向の見当ズレ量を算出し、
メモリＭ２２に記憶する。なお、表裏間の左右方向の見当ズレ量は、減算した左右方向の
距離、撮像用カメラの倍率及び撮像用カメラのＣＣＤ素子の間隔から求められる。ＣＰＵ
１０は、ステップＰ１０の処理が完了した後、ステップＰ１１を実行する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　ステップＰ１１において、ＣＰＵ１０は、裏面の各色間の天地方向の見当ズレ量に表裏
間の天地方向の見当ズレ量を加算して、裏面の各色の天地方向の見当ズレ量を算出し、メ
モリＭ２３に記憶する。ＣＰＵ１０は、ステップＰ１１の処理が完了した後、ステップＰ
１２を実行する。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　ステップＰ１５において、ＣＰＵ１０は、裏面の各色の天地方向の見当ズレ量より裏面
の各色の天地方向見当調整装置の修正量を算出し、メモリＭ２７に記憶する。なお、天地
方向見当調整装置の修正量は、ステップ１１で求めた天地方向の見当ズレ量及び天地方向
の見当調整装置のモータの駆動量と天地方向の移動量の関係から求められる。ＣＰＵ１０
は、ステップＰ１５の処理が完了した後、ステップＰ１６を実行する。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　ステップＰ１６において、ＣＰＵ１０は、裏面の各色の左右方向の見当ズレ量より裏面
の各色の左右方向見当調整装置の修正量を算出し、メモリＭ２８に記憶する。なお、左右
方向見当調整装置の修正量は、ステップ１２で求めた左右方向の見当ズレ量及び左右方向
の見当調整装置のモータの駆動量と左右方向の移動量の関係から求められる。ＣＰＵ１０
は、ステップＰ１６の処理が完了した後、ステップＰ１７を実行する。
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